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表 3 製品化されている主なダニ防除薬

名称 有効成分 別型 効果的な防除時期

Apistan フルバリネ-ト
Apitol シミアゾ-ル
Apivar アミトラズ
Bayvarol フルメスリン
CheckMite+ クマホス
Perizln クマホス

ストリップ
液体 (散布または給餌)
ストリップ
ストリップ
ストリップ
液体 (散布)

秋･早春
晩秋･越冬斯･無蜂児期間
秋･春･夏 (採蜜期以降)
釈.早春
蜂児の少ない時期
晩秋･越冬期･無蜂児期間

ゲル化 常時 (低塩期除く)

ゲル化 春･晩夏 (採蜜期以降)
基剤にバーミキュライト 秋
基剤に木材繊維 常時 (低温期除く)

Apicure 蟻酸

Apiguard チモール
ApiLifeVAR チモール他
MiteAwav 蟻酸

中村･吉田.2003.ミツバチ科学24(3):137-142,表 1を再掲載

胞のような薬剤耐性のある待機ステージがな

く,常に母ダニが産卵を繰り返す状態で増殖す

るので,ダニそのもののに効果的な防除策があ

れは,例え感染後であっても効果が得やすく,

組織的な防除が行われることで,地域からのダ

ニの根絶も,まったく不可能というわけではな

い.少なくとも薬剤による防除によってバロア

病の被害は確実に軽減できる.この点が薬剤利

用に肯定的な判断がなされる理由であるが,前

述のように問題がないわけではない.腐岨病と

同じように,薬剤耐性と薬剤の生産物中の残留

の問題は依然として残っている.

バロア病の防除を目的として,世界中で現在

数種のダニ剤が普及している (表 3)が,日本

でも利用されているフルバリネ- ト (アビスタ

ンの主成分)は,イタリアで 1990年代前半に

薬剤耐性のダニが出現し,防除効果が激減して

大きな損害につながった.その後,フランス,

スイス,フィンランド,イギリス,アルゼンチ

ン,アメリカ,イスラエルでも同様の報告があ

る.クマホスは発売からほどない 1997年にイ

タリアで,2004年にはスイスとアメリカで抵

抗性のダニが見つかっている.アミトラズでは,

1991年にすでにクロアチアで,その後 2004

年にアメリカで抵抗性のダニが出現している

(LodesaniandCosta,2005).

ダニ剤は腐岨病薬と異なり,現行薬剤のほと

んどが脂溶性のため,残留はほぼ煙ろうに限定

される.ただ分解性が低いため,蜂ろう中で長

期にわたり残留し,また薬剤が使用されるたび

に蓄積することになる.また製品薬剤に較べ,

自家調合や製造の粗い私製の防除剤では移行量

が大きく,薬剤の不正利用は,耐性ダニだけで

なく残留においても大きな問題となる.

バロア病対策でのもう一つの流れは,弱化学

則といわれる有機酸頬や植物抽出物の利用を含

めた防除法である.またダニの寄生率の診断も

防除のために重要な位置づけであり,ダニは駆

除するものではなく統合的に管理するものとい

う言い方もできる(Boecking.1998)･有機酸と

しては蟻酸,穆酸,乳酸などが利用されており,

このうち蟻酸に関しては製品も普及し始め,ま

た同様に植物成分としてはチモールを主体とし

た製品が各国で用いられている.こうした弱化

学剤は,効果の点では合成化学剤に劣るものの,

抵抗性の発達や残留の危険性が極めて低い.ち

ちろん弱化学則だけを利用するというのでは,

心許ないケースも多いので,必ず診断に基づい

て,その結果,ダニの寄生程度が低い場合には

弱化学剤を使用し,また寄生程度が高く,短期

に防除をする必要性が高い場合には,合成化学

剤を利用するといった計画的な防除をすること

によって,効果的で残留リスクの低い防除を実

現することができる.

単純に薬剤防除を年間行事のように加えるの

ではなく,あくまでも診断に基づいて,獣医学

的な根拠のもとに実行する必要がある.その場

令,数種の薬剤を適宜使い分けることで,抵抗

性ダニの出現も防ぐことができ,薬剤の効果が

得られやすいので,長期施用の必要性がなくな

り,残留のリスクも軽減できる.ただし,これ

に関しては,ダニ剤が農薬取締法の適用範囲で



あることから,現在の日本での一別認可という

状況下では実現しにくい.ダニの総合的防除の

ためには,複数の薬剤が登録認可を受けていて,

養蜂家が実状に合わせて,その時々に適当なも

のを選択できる状況にあることが前提となる.

日本と中国における養蜂用薬剤事情

日本では現在 2種の薬剤が認可動物医薬品

として養蜂の現場で利用できる (表 4),腐岨

病に関しては,唯一のミロサマイシン採用国と

して独自の路線をたどっており,他国で使用し

ている薬剤とは異なるため,腐岨病に関する研

究情報の共有ができないという欠点はあるもの

の,｢みつばち用アピテン｣の発売後の腐岨病

発生は下降しており,この点で有効性には問題

がないようである.消毒など芽胞を減らす手法

との組み合わせで,病気の発生自体は高い確率

で防ぐことができるような状況になっていると

考えられる.この点で,クロルテトラサイクリ

ンやオキシテトラサイクリンの不正利用は,消

費者の国産生産物に対する信頼度を向上させる

ためにも,厳に慎むべきであろう.

ダニ剤に関しては,今のところは問題がない

と思えるが,アビスタン一別だけという状況下

では,やがて海外で起きているようなダニによ

る抵抗性の獲得の問題が発生しかねない.早急

に別の薬剤の導入,侍に蟻酸のような弱化学割

の普及が望まれる.

チョーク病に関しては,かつては認可薬があ

ったが現在はなくなっている.病気自体は国内
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ではそれなりに継続発生していて,養蜂家から

の問い合わせも多い.強勢を保てば自然治癒す

る病気でもあり,薬剤防除では合成抗真菌剤で

はなく,ミツバチに対しては無害の,植物成分

などを主要成分とした薬剤の利用が望ましい.

このような日本の事情と比較して,日本への

生産物の輸出量が最大である中国では多種の病

気にそれぞれ薬剤を利用できる状況が整ってい

るようにみえ(表 4),蜂病対策を講じる上では,

ある意味ではうらやましい状況ともいえる.こ

れは,中国が養蜂生産大国であり,病害の発生

が,その生産性を揺るがしかねない重要な問題

であるという認識のもとに,つまり産業として

の位置づけが,これだけの薬剤の認可の達成に

結びついているということであろう.

しかし,かつてのミツバチ生産物における残

留抗生物質問題 (本誌 23巻 2号 (2002),pp.

91-92参照)の発生時に露見したように,行政

側の監督 ･指導による生産者レベルでの適正な

薬剤利用についての啓蒙は必ずしも進んでいな

い印象である.この点で,こうした生産国の状

況を充分に踏まえ,現場での生産者である養蜂

家を対象とした生産環境の整備 ･指導が行われ

なければ,輸入大国である日本にとって,安全

な生産物を原料として入手することは困難を極

めることになる.昨今では,現地に基地を設け,

日本から生産指導に入っている事例が多いよう

であるが,今後の残留農薬ポジティブリスト制

の導入に向けての対応策としても,トレーサビ

リティの確度を上げるためにも,不可欠な対応

表4 日本および中国の認可養蜂薬剤

対象疾病 日本 中国*

腐岨病

バロア病

チョーク病

ノゼマ病

麻痔病

サックブルード病

ミロサマイシン ｢みつばち用アピテン｣

フルバリネ-ト｢アビスタン｣(過去に他の
薬剤の登録認可の経緯あり)

過去の登録認可の経緯あり

過去の認可経緯なし

過去の認可経緯なし

過去の認可経緯なし

オキシテトラサイクリン

アミトラズ (現在禁止**),フルバリ
ネ-ト,フルメトリン,蟻酸

ナイスタチン

メトロニダゾール (現在禁止*')

エチバムゾン

アマンタジン

*中国に関しては複数の製品が製造されており,主成分名を表示して個 の々商品名は省略した.
**現在は認可が取り消されているものを ｢現在禁止｣として掲載した (アミトラズについては政府勧告で
使用禁止の方向で動いているが,認可が取り消されたかどうかは定かではない.

※中国の薬剤事情については,中国農業科学院養蜂研究所の呉所長に情報を提供いただいた.
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といえるかも知れない.

また,この表には挙げていないが,中国や他

の東南アジア地域では,チョーク病予防のため

に抗菌剤ニトロフラン頬,腐岨病予防のために

抗生物質クロラムフェニコールやストレプトマ

イシンが利用されることが多いと聞く.ポジテ

ィブリスト制の観点から見た場合,不検出薬剤

として指定されているものが現場で利用される

ことは生産物を輸入する側にとっては非常に大

きな問題となる.残留が若干でも検出されれば

流通は不可能となるからである.

現在,残留農薬に関して不検出薬剤のリスト

に含まれていて,海外の養蜂の現場で利用され

る可能性があるものには,腐岨病に使われるク

ロラムフェニコール,バロア病のクマホス,チ

ョーク病のニトロフラン頬,ノゼマ病のメトロ

ニダゾールなどがある.また,残留基準がない

抗生物質 ･抗菌剤では,｢食品中に含有されて

はならない｣という現行規定が有効となるため,

基準のないストレプトマイシン,エリスロマイ

シン,ノルフロキサシンなどは同じように検出

されてはならない薬剤となる.こうした薬剤が

現場で利用されないように,残留基準が明確で,

かつ有効性や安全性の検討がなされている薬剤

杏,用量や用法を守って適正に利用するように,

生産現場を指導することが肝要であろう,

まとめ

腐岨病に関しては,腐岨病菌の完全な抑え込

みのために,薬剤による防除だけを実践するの

ではなく,薬剤の効かない芽胞を排除できる焼

却などの確実な手段を採用して,薬剤による防

除の効果を相乗的に上げる方向性が重要であ

る.薬剤は上手に使えば実際に有効であるし,

生産性を維持するためにも必要な場面は多い

が,盲目的な過信は,結局目に見えない芽胞を

見逃すだけになってしまう.また残留という観

点からも,投与方法や時期には充分な検討がな

されるべきである.

バロア病のように薬剤使用が有効であるもの

は,特に残留に留意することと,かつできるだ

け診断に基づいて,単一薬剤を連用を避け,弱

化学剤を含む複数の薬剤を交互に,計画的に用

いた防除を実践することが望ましい.

(中村 :〒 194-8610 町田市玉川学園6-111 玉川

大学ミツバチ科学研究施設,酒井･〒 104-0033中

央区新川 2-6-16(社)日本養蜂はちみつ協会)

引用文献

Bakonyi,T･,1Derakhshlfar,ECrabensteinerandN

Nowotny･2003AppIEnvironMicrobiol･69(3):
1504-1510

Boecklng,0 1998ミツバチ科学 19(3)109-114

Bowen-Walker.PLS∫MartinandA.Cunn.1999.

J.InvertebrPathol,73(1):101-106.

BrodsgaardCJandHHansen1999Proc･XXXVI

lntl･ApicConglーApimondia-pp47-48

VanBaton,C.2001ミツバチ科学 21(2)61-67

EIzen,P･-D･Westervelt.D･Causey,R･Rivera-J･

BaxterandM･Feldlaufer 2002JApicRes

41(3-4):97-100.

Feldlaufera,M･F･,S･PJefferyJ PKochanskyaand

G･Stiles･2001･Apidologie32･547-554

Hansen.H･andC･J･Brodsgaard2003Apiacta38
140-145.

HornitzkyM andB･White･2001･RIRDCPubllCa-
tionNo.01/048.

Legg,DIR･,ABaumgartner.RSalterandAWheeler

2003.Apiacta38.207-217.

Lodesanl,M andCCosta,2005BeeWorld86(4)

102-109

Salter.R2003Apiacta38･198-206･

Shuimanuki,H.andD Knox 1994 Am.BeeJ.

134(2):125-126.

Tentcheva.D.LCauthier,N･Zappulla.BDalnal.FI

Cousserans,M-EColinandM･Bergoin2004

Appl.Environ.Microbio170(12)7185-7191･

Waite.R.I"M.A.Brown,HM ThompsonandM H

Bew･2003･Apidologie34.569-575

JUNNAKAMURAl)andTETSUOSAKAI2).Newinternat10nal

trendsinbeedlSeaSemanagement.HoneybeeScj-

eJ7Ce26(3)･101-108 1)HoneybeeScienceResearch

Center,TamagawaUniverslty,Machlda,Tokyo,

194-8610Japan.2)JapanBeekeeplngAssociation･

2-6-16.Shinkawa.Chuo,Tokyo,104-0033Japan･

ThisartlCleexplainsthenewdirectionsinthe

beediseasemanagementadovocatedbytheBee

HealthCommitteeOfAplmOdlainDubrln.2005･

Thereareexpectlngmethodsnotonlydependlng

chemotherapy,butalsosomealternativemeasureto

copebeedlSeaSeSinthepracticalbeekeeping


